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事 業 概 要

代表取締役社長 窪 明弘



連結決算について

実 績

１３１億円営業利益

１２４億円経常利益

１，６４７億円売 上 高

△１．５％

＋４．５％

△０．５％

対公表値比



栃木開発センター被害状況

玄関先の隆起した状況 天井パネルの崩落状況

設計室内の復旧状況テストコースの被災した状況



１０次中期 総括

売 上 高売 上 高 営業利益営業利益
（億円） （億円）
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※目標値 ： ô08/4発表数値

※１０次中期：２００８～２０１０年度
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全世界のお客様で採用拡大

二 輪 事 業

ﾌﾛﾝﾄ ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰ

CBS ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰ

ﾌﾛﾝﾄ ﾏｽﾀｰｼﾘﾝﾀﾞｰ

ﾌﾛﾝﾄｷｬﾘﾊﾟｰ

ﾌﾛﾝﾄｷｬﾘﾊﾟｰ

ＨＯＮＤＡ ＰＣＸ ＨＯＮＤＡ ＷＡＶＥ １１０



全世界のお客様で採用拡大

二 輪 事 業

ﾌﾛﾝﾄ ｷｬﾘﾊﾟｰ

ﾌﾛﾝﾄ ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝﾀﾞｰ

ﾌﾛﾝﾄ ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝﾀﾞｰ

ﾘｱ ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝﾀﾞｰ

BMW S1000RRTRIUMPH DAYTONA 675



全世界のお客様で採用拡大

四 輪 事 業

ﾘｱ ﾅｯｸﾙ
ﾄﾞﾗﾑ ｲﾝ
ﾌﾞﾚｰｷ ｱｯｼｰ

ﾌﾛﾝﾄ
ｷｬﾘﾊﾟｰABS,ESC

ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝ
ﾀﾞｰ＆ﾏｽﾀｰ
ﾊﾟﾜｰ

ｴﾝｼﾞﾝ ﾏｳﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ｸﾗｯﾁ
ｼｽﾃﾑ

ﾌﾞﾚｰｷ
ｱｯｼｰ

ﾌﾛﾝﾄ
ｷｬﾘﾊﾟｰ

ﾘｱ
ｷｬﾘﾊﾟｰ

ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝ
ﾀﾞｰ＆ﾏｽﾀｰ
ﾊﾟﾜｰ

ｴﾝｼﾞﾝ ﾏｳﾝﾄ ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾌﾛﾝﾄ ｷｬﾘﾊﾟｰ
ｴﾝｼﾞﾝ ﾏｳﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ESC
ﾌﾛﾝﾄ
ｷｬﾘﾊﾟｰ

ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝ
ﾀﾞｰ＆ﾏｽﾀｰ
ﾊﾟﾜｰ

ﾘｱ
ｷｬﾘﾊﾟｰ

ｴﾝｼﾞﾝ ﾏｳﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

HONDA FIT HYBRID

HONDA CR-Z

HONDA US ODYSSEY

HONDA ACCORD CROSSTOUR



全世界のお客様で採用拡大

四 輪 事 業

ﾌﾛﾝﾄ
ｷｬﾘﾊﾟｰ

ABS,ESC

ﾏｽﾀｰ ｼﾘﾝﾀﾞｰ＆
ﾏｽﾀｰ ﾊﾟﾜｰ

ｴﾝｼﾞﾝ ﾏｳﾝﾄ
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

ﾌﾞﾚｰｷ
ｱｯｼｰ

ﾌﾞﾚｰｷ ｱｯｼｰ

HONDA JAZZ

HONDA CITY

MITSUBISHI TRITON

ISUZU D-MAX



レースサポート
鈴鹿８耐 ＮＩＳＳＩＮユーザーが表彰台を独占

ＭｏｔｏＧＰ Ｍｏｔｏ２クラス 年間チャンピオン獲得



事業環境変化について

環境分析環境分析

・ 先進国の景気は緩やかな回復傾向

・ 環境/安心ニーズの拡大

・ 新興国経済は順調に拡大中

業界動向業界動向

・ 四輪車 エコカー/低価格車へのシフト
〔環境車〕〔小型車〕〔廉価車〕〔軽自動車〕

パワートレインの変化
〔ハイブリッド〕〔ＥＶ〕〔燃料電池〕

・ 二輪車 廉価車市場の拡大
ＦＵＮ領域縮小
低価格化

安全志向拡大
メカ式→油圧化
ＡＢＳ拡大

・ サプライヤー間の競争激化



１０次中期 総括

海外売上の増加海外売上の増加

既存商品の収益率低下既存商品の収益率低下

新商品の競争激化新商品の競争激化

基盤を支える体力基盤を支える体力

競争力確保競争力確保

※１０次中期：２００８～２０１０年度



１１次中期 取組

・連結利益体質の構築

・魅力ある商品の開発

・新規顧客の開拓

競争力確保

基盤を支える体力

現地調達/内作現調の拡大

グループ内相互補完による最適調達

北米

～～

10中 11中

中国（四輪）

～～

10中 11中

南米（四輪）

～～

10中 11中

日本（日供）

～～

10中 11中

東南アジア

～～

10中 11中

現地調達率の変化

インド

～～

10中 11中



１１次中期 取組

・連結利益体質の構築

・魅力ある商品の開発

・新規顧客の開拓

競争力確保

基盤を支える体力

重量：前モデル比
１７％減

ＡＢＳ NK11B2

重量：前モデル比
１３％減

ABS NK2R2

四輪流用から
二輪専用ｼｽﾃﾑへ

廉価2系統
3POTｷｬﾘﾊﾟ-

CBS
ﾏｽﾀ-ｼﾘﾝﾀﾞ-

ｺﾐｭｰﾀ用New CBS
PCX搭載

ｺﾐｭｰﾀ用ｷｬﾘﾊﾟ－
第2世代 次世代ｺﾐｭ-ﾀ用ｷｬﾘﾊﾟ-

次世代ｺﾐｭｰﾀ用ﾏｽﾀ-ｼﾘﾝﾀﾞ-

ABS NK2R3
世界最小・最軽量

重量：前モデル比５０％減

９次中期
２００５～２００７年度

１０次中期
２００８～２０１０年度

１１次中期
２０１１～２０１３年度

ｺﾐｭｰﾀから
大型二輪車をｶﾊﾞｰ

普及拡大

軽量・廉価
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